
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長
こうちょう

 阿部
あ べ

 亮一
りょういち

 

日
ひ

一日
いちにち

と暖
あたた

かくなり、すっかり春
はる

を感
かん

じる気持
き も ち

ちのよい季節
き せ つ

となりました。お子
こ

様
さま

のご入
にゅう

学
がく

、ご進 級
しんきゅう

お

めでとうございます。今年度
こ ん ねん ど

平戸
ひ ら ど

中学校
ちゅうがっこう

は、１年生
ねんせい

２３０名
めい

、２年生
ねんせい

２１２名
めい

、３年生
ねんせい

２２９名
めい

の６７１名
めい

の

生徒
せ い と

で令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

の教 育
きょういく

活動
かつどう

が始
はじ

まりました。 子
こ

どもたちは、新
あら

たな夢
ゆめ

や期待
き た い

に胸
むね

を膨
ふく

らませて入学式
にゅうがくしき

、

始業式
しぎょうしき

に臨
のぞ

んだことと思
おも

います。 

入 学 式
にゅうがくしき

では、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

そしてご来賓
らいひん

の方々
かたがた

の祝福
しゅくふく

を受
う

け、新入生
しんにゅうせい

にとって思
おも

い出
で

深
ふか

いものになった

ことと思
おも

います。これからの中学校
ちゅうがっこう

生活
せいかつ

を有意義
ゆ う い ぎ

に過
す

ごすために式辞
し き じ

の中
なか

で大切にしてほしい２つを「心」

についてお話
はな

ししました。 

① 「新
あら

たな自分
じ ぶ ん

を発見
はっけん

」するためにいろいろなことにチャレンジしようとする心
こころ

 

② 「思
おも

いやりや感謝
かんしゃ

」する心
こころ

 

自分
じぶん

の可能性
か の うせ い

を見出
み い だ

すには、まず自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

を知
し

ることが大切
たいせつ

です。好奇心
こ う きし ん

をもっていろいろなことにチャレ

ンジすることが新
あら

たな自分
じ ぶ ん

を発見
はっけん

することにつながるはずです。あきらめず、「がんばろう」という姿勢
し せ い

を大切
たいせつ

に自
みずか

らの個性
こ せ い

を磨
みが

き、高
たか

めていってほしいと思
おも

います。そして自分
じ ぶ ん

らしさ（個性
こ せ い

）を学校
がっこう

という集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

の場
ば

で生
い

かすために、人
ひと

を思
おも

いやる心
こころ

、感謝
かんしゃ

する心
こころ

を忘
わす

れず学校
がっこう

生活
せいかつ

をおくってほしいと願
ねが

っています。 

 

 ＜令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 平戸
ひ ら ど

中学校
ちゅうがっこう

の教育
きょういく

について＞ 

本校
ほんこう

では昨年度
さ く ねん ど

「中期
ちゅうき

学校
がっこう

経営
けいえい

方針
ほうしん

」を新
あら

たに策定
さくてい

し、「平戸
ひ ら ど

に学
まな

び 自
みずか

ら学
まな

び 生
い

きる喜
よろこ

びを実感
じっかん

でき

る学校
がっこう

」を目指
め ざ

し、「中期
ちゅうき

取組
とりくみ

目標
もくひょう

」を設定
せってい

いたしました。 

 

〇生徒
せいと

一人
ひとり

ひとりを大切
たいせつ

にした学
まな

びを推進
すいしん

します。 

・教 育
きょういく

活動
かつどう

を通
とお

して言語
げんご

活動
かつどう

の 充
じゅう

実
じつ

に努
つと

め、思考力
しこうりょく

・判 断 力
はんだんりょく

・表 現 力
ひょうげんりょく

を 育
はぐく

みます。 

・各教科
かくきょうか

や総合的
そうごうてき

な学 習
がくしゅう

の時間
じかん

の系統的
けいとうてき

充 実
じゅうじつ

を図り
は か

、持続
じぞく

可能
かのう

な社会
しゃかい

の創造
そうぞう

に貢献
こうけん

できる人材
じんざい

を育
そだ

てます。 

〇誰
だれ

もが安心
あんしん

して学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

ることができる教 育
きょういく

活動
かつどう

を展開
てんかい

します。 

・よりよい人間
にんげん

関係
かんけい

を築
きず

こうとする態度
たいど

を育
そだ

て、いじめを許
ゆる

さない豊
ゆた

かな 心
こころ

を 育
はぐく

みます。 

〇教 職 員
きょうしょくいん

一人
ひとり

ひとりが学校
がっこう

経営
けいえい

に主体的
しゅたいてき

に参画
さんかく

し、チーム 力
りょく

を生
い

かした「信頼
しんらい

される学校
がっこう

づくり」を推進
すいしん

します。 

〇学
がっ

区内
くない

の小 学 校
しょうがっこう

および保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ちいき

、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

しながら「社会
しゃかい

に開
ひら

かれた学校
がっこう

づくり」を推進
すいしん

します。                                        

   

特
とく

に今年度
こ ん ねん ど

は、各教科
かくきょうか

等
とう

の指導
し ど う

を通
とお

して「問題
もんだい

発見
はっけん

・課題
か だ い

解決
かいけつ

能力
のうりょく

」を育
そだ

てる教育
きょういく

を実現
じつげん

するとともに、 

「自己
じ こ

有用感
ゆうようかん

」「自己
じ こ

肯定感
こうていかん

」を育
そだ

て、誰
だれ

もが安心
あんしん

して豊
ゆた

かに学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

ることができる学校
がっこう

づくりを行
おこな

っ

てまいります。どうぞ今年度
こ ん ねん ど

も平戸
ひ ら ど

中学校
ちゅうがっこう

の教育
きょういく

活動
かつどう

へのご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

をよろしくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
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令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

の教育
きょういく

活動
かつどう

がスタートしました！ 

ご入学
にゅうがく

、ご進級
しんきゅう

おめでとうございます。 



 

令和５年度 校長挨拶 

 

令和５年、平戸中学校は創立３８年目を迎ました。平戸中学校の校歌に「ひかり輝く 平戸の丘は 山な

みはるか 富士の峰・・・」、 「西に東に 文化の流れ 歴史を語る 東海道 みどりの風に 梨丘は萌え

て・・・」という歌詞があります。本校はこの歌詞にあるように、国道 1 号線沿いの小高い丘の上にあり、学校に

隣接した「平戸果樹の里」では、浜梨をはじめ、みかん、かきなど四季折々の果樹の成長を見ることができま

す。特に春に咲く白い梨の花は大変見事で、開花を毎年楽しみにしています。また、旧東海道の尾根道、品

濃坂、品濃一里塚をはじめ古くからの歴史を感じる場所も数多くあり、グラウンドと隣り合わせの「みはらし公園」

から富士山を望むことができます。生徒たちはこのような緑に囲まれた自然豊かな環境の中で、学習活動や

部活動、学校行事に一生懸命取り組んでいます。 

本校では昨年度、令和７年度までの「中期学校経営方針」を新たに策定し、「平戸に学び 自ら学び 生

きる喜びを実感できる学校」を目指し、新たな「中期取組目標」を設定いたしました。具体的には、 

〇生徒一人ひとりを大切にした学びを推進します。 

 ・教育活動を通して言語活動の充実に努め、思考力・判断力・表現力を育みます。 

 ・各教科や総合的な学習の時間の系統的充実を図り、持続可能な社会の創造に貢献できる人材を育て

ます。 

〇誰もが安心して学校生活を送ることができる教育活動を展開します。 

 ・.よりよい人間関係を築こうとする態度を育て、いじめを許さない豊かな心を育みます。 

〇教職員一人ひとりが学校経営に主体的に参画し、チーム力を生かした「信頼される学校づくり」を推進しま

す。 

〇学区内の小学校および保護者や地域、関係機関と連携しながら「社会に開かれた学校づくり」を推進しま

す。  

 

  特に今年度は各教科等の指導を通して「問題発見・解決能力」を育てる教育を実現するとともに、「自己

有用感」「自己肯定感」を育て、誰もが安心して豊かに学校生活をおくることができるよう教職員一同、全力で

取り組んでいく所存です。また防災教育等を通じて、地域に生きる一員として社会に貢献しようとする心を育て

ていきたいと考えております。 

これからも保護者や地域の皆様のご理解とご支援をいただき、地域とともに歩む学校づくりを続けてまいりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

                                       令和５年４月７日 

                                       校長 阿部 亮一 
 


